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る(Lane & Fujioka 1998，中島ほか 2006)． 











えば，ケリに近縁で，農地を営巣ハビタットとするタゲリ Vanellus vanellus の繁殖失敗
の要因は，農作業にともなう巣の破壊であることがヨーロッパでの研究で知られている
(Galbraith 1988，Baines 1990，Berg 1992)．国内ではこれまでケリに関する研究として，
モビングが捕食者としてのハシボソカラスの行動に与える防衛効果の検証(Ohno 1996)や，



































図 1 にケリ成鳥，巣と卵，抱卵，ふ化雛の様子を示す．ケリ成鳥は全長約 340mm，体








(中村・中村 1995)．繁殖期は 3 月から 6 月で(脇坂ほか 2015)，農地や草原の地表に枯れ







似攻撃（モビング）することが知られている(Ohno 1996，Takahashi & Ohkawara 2007)．
また，ケリに近縁のタゲリにとっては，アカギツネ Vulpes vulpes などの肉食性の哺乳類













場を設置して宇治川と地下水から用水を得ている(農水省 2007)．標高は海抜 10～12m で，
旧巨椋池の底部が周辺より 1.0～1.8m 低い，すり鉢状の地形となっている(巨椋池土地改
良区 2001)．また，昭和初期からの国営干拓事業とともに水田が区画整備されて以降，田






を OG 区，北川顔を KI 区とよぶが，さらに OG 区のみを農道や大型排水路を境界にした






するのに対し，KI 区は冬期にも湿った田面がみられる（図 4）． 













既述のとおり調査地のケリ個体群の繁殖期(産卵から雛が確認される期間)は 3 月から 6
月であるので，本論文でもそれに従い，3 月から 6 月の 4 か月間を繁殖期，それ以外の月
を非繁殖期とした．2008 年から 2015 年の繁殖期(3 月から 6 月)には 7 日から 14 日に 1











近で親鳥とヒナを探した．ヒナはふ化後 2 週間までは，巣場所から 15m の範囲内にいる













ケリが利用できる餌動物の密度を調査するために，2008 年および 2015 年の 2 月から 5










は 36.6±12.1 個体，最大値は 2009 年 11 月 7 日の 64 個体，最小値は 2011 年 12 月 4 日
の 14 個体であった．OG 区の平均個体数は 16.6±6.4 個体，最大値は 2009 年 9 月 23 日
の 42 個体，最小値は 2010 年 3 月 27 日の 1 個体であった． 





図 7 に繁殖期と非繁殖期の空間分布の一例（2012 年 4 月 15 日，8 月 28 日）を示す．
繁殖期は 1-2 羽で調査地に散在しているが，非繁殖期になると 3 羽以上の集団を形成して
いた．そこで，2008 年から 2015 年の月ごとの集団サイズを 1-2 羽と 3 羽以上の 2 つのカ
テゴリーにわけて集団全体に占める割合をもとめたところ（図 8），KI 区では繁殖期（3
～5 月）は 1-2 羽の集団の占める割合が全集団の 90％以上を占めていたが，非繁殖期（1・
2 月と 6～12 月）は 1-2 羽集団が 65～88％と下がった．同様に OG 区でも繁殖期は 1-2 羽
の集団の占める割合が 90％以上を占めていたが，非繁殖期は 44～84％を推移した．この






8 年間でケリの巣を 176 個確認したが，営巣場所選択をみると，176 巣のうちもっとも




から，ケリは営巣場所選択において KI 区を選好していることが分かった．また KI 区の中
でも湿田で先に産卵が開始されるのかどうかをみたところ，3 月産卵の 7 割（29 巣）が湿
田で確認されたことから（表 3），ケリが KI 区を選好する理由は湿田にあると考えられた． 
では，KI 区の繁殖成功はどうだろうか．1 卵でもふ化に成功した巣を「ふ化成功」，ふ
化を確認できなかった巣を「ふ化失敗」としたところ， 3 月産卵 54 巣のうち 45 巣（0.83）
がふ化に成功し，3 月産卵のふ化成功率が他の産卵月に比べて最も高いことが明らかとな
った（表 4）．そこで，KI 区と OG 区の繁殖成功率（ふ化成功巣数／確認巣数）を産卵月






いっぽう，KI 区の湿田と乾田間でふ化成功率を比べると（表 6），3 月の湿田（0.88）で







KI 区の湿田と乾田，OG 区の乾田の 3 か所に分けて比較したのが図 11 である．これによ
り，3 月から餌が出始めること，KI 区の湿田は他に比べて餌条件が良いこと，そして KI
区の餌量は OG 区よりも 4 月に有意に多くなること（U-test, p<0.05）が分かった．また，
KI 区，OG 区のケリのふ化成功巣数を月別にみたところ（図 12），KI 区のヒナ（3 月産卵）
のふ化時期は，餌量が多くなる 4 月に一致した．本種のヒナが独立するまでには約 47 日
かかり、その間には豊富な餌が必要になるが，それが餌条件の良い 4・5 月に合致する．  
鳥の繁殖期のなかでもヒナを育てる育雛期は，1 年のうちで最も大量の餌が必要な時期
であり(Lack 1950)，例えばシジュウカラ Parus major ，アオガラ Parus Caeruleus ，イ
ワツバメ Delichon urbica など親鳥がヒナに給餌する晩成性の鳥類では，育雛期が鳥の利
































数の経年変化をみても（図 15），減少の傾向がみえる．2008 年と 2015 年の湿田数を比較
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